
　
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り

再
度
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
平
沢
恒
雄
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
近
年
議
会
は
意
思
決
定

機
関
と
し
て
役
割
と
責
任

は
益
々
増
大
し
て
き
ま
し

た
。
地
方
創
生
・
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
総
合
戦

略
が
進
む
中
で
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
諸
要
望
に

応
え
る
た
め
、
子
育
て
支

援
、
福
祉
向
上
、
素
晴
ら

し
い
環
境
、
歴
史
文
化
を

守
り
、
村
発
展
の
た
め
全

議
員
で
英
知
を
集
結
し
進

め
ま
す
。
1
月
29
日
発
生

の
雨
氷
災
害
に
よ
る
倒
木

処
理
対
策
で
二
次
災
害
発

生
を
止
め
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　
議
会
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
進
め
、
関
係
委
員
会
等

に
傍
聴
す
る
こ
と
で
行
政

の
事
業
を
把
握
理
解
す
る

こ
と
で
質
疑
、
討
論
を
高

め
村
民
の
真
の
要
望
を
推

進
し
ま
す
。

　
広
域
連
合
一
部
事
務
組

合
議
会
の
議
員
を
兼
務
し

て
お
り
ま
す
。
各
々
の
組

合
の
運
営
、
業
務
の
充
実

と
効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
公
正
・
公
平
な
議
会
運

営
に
努
め
「
行
不
由
径
」

の
教
え
の
如
く
村
発
展
の

た
め
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　
副
議
長
就
任
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
議
会
申
し

合
わ
せ
に
よ
る
任
期
満
了

に
伴
う
臨
時
会
に
お
い
て

再
度
、
副
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
職
責
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
い
ま
地
方
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
地
方
議
会
は

地
域
経
営
に
責
任
を
持
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
歩

と
し
て
議
会
と
、
村
民
の

皆
様
と
寄
り
添
い
議
会
改

革
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
二
元
代
表

制
の
一
翼
で
あ
る
議
会
が

担
う
意
思
決
定
、
行
政
監

視
の
役
割
と
責
任
は
更
に

重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
議
員
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
よ
う
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
、
分
か
り
や
す
い
議

会
を
目
指
し
、
課
題
解
決

に
向
け
、
議
長
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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臨時号
議会新体制がスタート議会新体制がスタート議会新体制がスタート

　申し合わせ任期（２年間）満了の４月22日臨時議会が召集され、議長・副議長の選挙を行ない、議長
に平沢恒雄氏（中大池）、副議長に三澤一男氏（下竹田）が再任されました。

議
長
　
平

沢

恒

雄

村
発
展
の
た
め

公
平
・
公
正
な
議
会
に

副
議
長
　
三

澤

一

男

村
民
に
寄
り
添
い
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議
会
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、

２
年
任
期
で
常
任
委
員
長
交

代
に
な
り
、
こ
の
た
び
総
務

産
業
常
任
委
員
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

前
期
２
年
間
も
同
じ
委
員

会
所
属
で
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
づ
く
り
は
じ
め
財
政
、

消
防
・
防
災
事
業
、
エ
ポ
ッ

ク
館
運
営
、
村
税
対
策
、
土

木
・
河
川
事
業
、
上
下
水
道

事
業
、
産
業
振
興
、
林
務
・

耕
地
事
業
、
商
工
・
観
光
な

ど
多
岐
に
渡
る
所
管
項
目
の

調
査
、
審
査
を
行
な
う
委
員

会
で
あ
り
ま
す
。

　

直
近
の
関
心
事
で
あ
り
ま

す
防
災
行
政
無
線
も
い
よ
い

よ
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
そ
の
他
、
１
月

終
わ
り
に
発
生
い
た
し
ま
し

た
雨
氷
災
害
の
対
応
な
ど
、

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
住
み
良
い
村
づ
く
り
の

た
め
、
慎
重
か
つ
大
胆
な
提

言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

前
期
に
ひ
き
続
き
福
祉
文

教
常
任
委
員
長
を
引
き
受
け

る
に
あ
た
り
、
自
身
の
抱

負
・
希
望
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
、
地
方
自
治
体
は
二
元

代
表
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
実
態
は
か
な
り
ほ

ど
遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

や
は
り
各
首
長
の
実
権
は
か

な
り
強
靭
な
も
の
で
、
そ
の

強
力
な
実
権
を
持
つ
首
長
に

対
し
て
、
議
会
は
あ
ま
り
に

も
後
塵
を
拝
し
て
お
り
、
こ

こ
を
改
革
し
な
け
れ
ば
只
の

追
認
機
関
に
過
ぎ
な
い
の
で

す
。

　

我
が
議
会
は
委
員
会
優
先

主
義
を
と
っ
て
い
て
、
こ
こ

数
年
例
月
の
委
員
会
も
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。
委
員
会

に
お
い
て
、
勉
強
会
や
政
策

研
究
会
等
を
も
っ
て
、
各
議

員
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
た
い
も
の
で
す
。

住
み
よ
い
村
づ
く
り
を

　
　
　
進
め
る
た
め
に

総
務
産
業
常
任
委
員
長　

新 

居 

禎 

三議
員
力
の

　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

福
祉
文
教
常
任
委
員
長　

上 

条 

浩 

堂

　

事
業
内
容
の
見
直
し
を
求

め
付
帯
決
議
し
た
、
防
災
行

政
無
線
の
整
備
は
、
経
年
劣

化
に
よ
り
不
備
が
生
じ
て
い

る
現
状
の
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る

告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
に
代
わ

り
、
防
災
無
線
を
導
入
し
各

世
帯
に
「
個
別
受
信
機
」
を

設
置
す
る
基
本
方
針
で
計
画

を
推
進
し
て
き
た
が
、
電
波

法
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
は
歳
入

歳
出
千
90
万
円
追
加
。

　

主
な
も
の
は
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
、
内
容
は
農
業

振
興
費
に
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

＆
ヘ
ル
シ
ー
産
業
創
出
事

業
」
９
百
60
万
円
。

　

災
害
復
旧
費
に
雨
氷
被
害

対
策
工
事
の
設
計
委
託
料
と

し
て
百
30
万
円
。

　

以
上
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

補
正
予
算

報
告
事
項

専
決
処
分

平
成
28
年

第
２
回
臨
時
会

平
成
28
年

第
３
回
臨
時
会

…
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
…

緊
急
告
知
放
送
は

　
　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
全
村
を
網
羅

守
の
影
響
力
等
を
考
慮
し
、

個
別
受
信
機
方
式
を
取
り
止

め
、
拡
声
子
局
に
よ
る
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
を
増
設
し
、
全

村
網
羅
を
可
能
と
す
る
万
全

な
緊
急
通
報
告
知
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
す
方
向
に
路

線
変
更
す
る
。

　

尚
、
現
状
の
一
般
告
知
放

送
は
今
後
も
継
続
し
、
関
連

機
器
の
整
備
・
更
新
は
総
合

的
な
判
断
を
し
な
が
ら
計
画

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

　

議
会
特
別
委
員
会
で
は
、

新
た
に
示
さ
れ
た
前
述
の
事

業
内
容
を
全
会
一
致
で
承
認

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
防
災
行
政
無
線
事

業
推
進
委
員
会
で
細
部
の
協

議
を
い
た
だ
き
な
が
ら
年
度

内
活
用
に
向
け
て
事
業
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

（
記
・
大
月
民
夫
）

　

車
両
事
故
の
和
解
及
び
損

害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

○
村
税
条
例
の
一
部
改
正

○
国
民
健
康
保
健
税
条
例
の

一
部
改
正

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正

○
教
育
保
育
給
付
に
係
る
利

用
者
負
担
額
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
は
歳
入

歳
出
に
２
千
３
百
89
万
８
千

円
を
追
加
。

　

農
地
費
で
主
な
も
の
は
、

「
大
池
原
・
東
原
排
水
施
設

整
備
事
業
」
に
９
百
67
万
６

千
円
。

　

災
害
復
旧
費
、
雨
氷
被
害

の
倒
木
処
理
に
千
４
百
25
万

６
千
円
。

　

以
上
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
臨
時
号

発
行
に
あ
た
り

　

毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
熊

本
・
大
分
の
地
震
の
様
子
が
映

し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
多
く
の
皆
様
の
ご
冥
福
と
、

１
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
村
議
会
も
３
年
目
と

な
り
、
こ
こ
で
各
委
員
会
構
成

も
変
わ
り
ま
し
た
。
議
会
広
報

編
集
特
別
委
員
会
の
６
名
が
決

ま
り
、
議
会
で
の
状
況
内
容
や

各
委
員
会
の
様
子
な
ど
、
村
民

の
皆
様
に
あ
り
の
ま
ま
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
議
会
だ

よ
り
」
を
お
届
け
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

籠
田　

利
男

５
月
10
日
、
山
形
村
の
下
水
処
理

水
が
き
れ
い
に
処
理
放
水
さ
れ
て

い
る
か
、
委
員
に
よ
る
視
察
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